
指定性能評価機関のグレード（       H       M         R  ）以上の工場とする。

・単位荷重

（　）内は他の短期荷重と組合せる場合

地　震主架構 備　　　　考

土質柱状図

１０）設計用地耐力

基礎形式場　　所 基礎深さ（m）

９）鉄骨製作工場

種　　　　別

キュービクル

緑　　　　　化

室　　外　　機

８）特殊荷重

重量　　　数

短　期長　期

設計地耐力（kN/m　）

備　　　考

備　　　　考

注記ある場合以外　印の項目を適用する。

・垂直積雪量

・設計用積雪荷重

５）積雪荷重

６）積載荷重

室　　　名

・区　　域

小　梁床

２）地震荷重

３）土圧及び水圧

・標準せん断力係数（一次設計用）

・振動特性係数　　Rt=

・土圧係数　　KA=　　　　　地下外壁　KN=

４）風荷重

・地下水位　　GL-　　m

・地域係数　　Z=

構造設計条件

外　　　壁

基　　　礎

１階床性能

地　　　業

構造種別

建築物の構造概要

部　　　位

屋　　　根

構造概要書・構造特記仕様書

床

折板

一般地域

１）計算ルート、地震時層間変形角の制限値γ、架構形式

構　　　造　　　種　　　別

合成スラブ

・地盤種別　　第　　　種

N/cm/m

・Vo = 　　　   m/sec

・地表面粗度区分　=　

cm

（N/m　）

備　　　考

現場

塗り回数

部　　　　　　位

・捨コンクリートは、設計基準強度　　　Fc = 　18　N/mm　　以上とする。

地業工事

地 業 内 容

トルシア形（S10T）

施工条件

防錆方法

・圧接工：公益社団法人　日本鉄筋継手協会の資格証明書を提出の事

・アンカーボルト SR235

使用法

・デッキプレート

厚さ
備　　考

材料種別

ＪＩＳ系２種（F10T）

合成スラブ

支保工無し

捨型枠

連続梁

構造床

単純梁

防錆塗装亜鉛メッキ

支保工有り

使　用　箇　所 備　　　考

・計画供用期間の級：

使　用　箇　所

短期（18） 標準（24） 長期（30）

塗　　　　料

工場

・圧接部抜取り試験：同作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（200箇所を越える

時は200箇所ごと）を、１検査ロットとする。

Ｃ種 1JIS K 5621

（mm）

表　示材料種別採用 備　　　　考

備　　　　考使　用　箇　所継手種別採用

建設地：

（増築予定　　　無　　　有）

デッキプレート 木製床パネル

サイディング

複層断熱パネル

角波鉄板 ＡＬＣ版

S RC SRC

直接基礎

杭基礎

砕石 再生砕石 割り石 砂利

多雪地域

高　架　水　槽

別紙参照（S-111）

標準貫入試験 スウェーデン式サウンディング試験

鉄筋工事

鉄骨工事

一般部高力ボルト

中ボルト

溶接

・高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト（Ｆ８Ｔ）　※施工技術者資格必要

・接合部の構造形式 （　　摩擦接合　　　　  引張接合）

（　　工場溶接　　　　現場溶接）

SS400 SNR400B

・スタッドボルト JIS B 1198「頭付きスタッド」による。

防錆塗装

使　用　箇　所

注記ある場合以外　印の項目を適用する。

地盤改良 3 3

圧接部引張試験＝３本以上/検査ロット

超音波探傷試験＝３0箇所以上/検査ロット

平板載荷試験

　基準を厳守する事。

・完全溶込み溶接部の食い違い及び仕口のズレ、アンダ－カットについては、国交省告示1464号の

第三者機関社内

完全溶込み

検 査 率 又 は 検 査 数
検査内容

 接合部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検査対象

超音波探傷試験

・現場溶接部、高力ボルト接合部、ボルト類などは現場タッチアップを行う。

備　　考

％

3

隅肉溶接部
溶接部外観検査

  (  )内数値は、耐久設計基準強度：Fd （N/mm　）を示す。
2

2

222

2

2

SNR490B

・耐火被覆を施す部分は原則として錆止め塗装をしない。

（　　4.8　　　6.8　　　10.9）強度区分

屋　外　部

採用

JIS K 5674　（１種） Ｃ種 2

・単位セメント量　270kg/m　以上を標準とする。
3

上記以外の工場とする。

SD345 D19以上（JIS　G　3112）D19

ルーフデッキ

上水道水以外の水

その他（　　　　）

地業杭 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）その他（　　　　）

    Ｃo=

％

％ ％

％ ％

％ ％

（1階床を除く）

その他

建築設備 （令第129条の2の4の事項）

・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして以下の構造方法による。

・建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物で腐食又は腐朽のおそれがあるものには、

　有効なさび止め又は防腐のための措置を講ずること。

・屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な

　部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

・煙突は、

　　・煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は

　　　鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

　　・煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造又は

　　　厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

・建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

　　・風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　　・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な

　　　管の損傷防止のための措置を講ずること。

　　・管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を

　　　設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　　・管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び

　　　衝撃の緩和のための措置を講ずること。

Ｃ種 1JIS K 5621

Ｃ種 2

JIS H 8641 Ｃ種

ブレース接合部高力ボルト（　　摩擦接合　　　　　支圧接合）

のちに取り外しを行う。

3

・供試体の採取

つき1回以上とする。

SD295A D16以下（JIS　G　3112）D10,13

重　ね　継　手

ガ　ス　圧　接

D16以下 （特記なき限り）

D19以上 （特記なき限り）

杭工事

杭 種　類別種

c

a

b

体積重量

気乾単位

強度 Fc
種　類

強度 Fm

（N/mm　）

設計基準 調合管理

空気量スランプ

所　要所　要

（%）（ｋＮ/m　）
3

（cm）

コンクリート工事

2

（N/mm　）
2

基礎深さ（ｍ）

地盤改良工事

改良径（mm） 先端深さ（ｍ） 備　　考

設計杭支持力（kN/ｍ2）

短　期長　期

Fm=max(Fc , Fd)+mSn mSn：構造体強度補正値

（kN/m  ）
2

注1 現場溶接部は、全数検査

注1：AOQL 4％ 第6水準

（　　JISブレース　　　　その他）

33

3 3

　該当させること。 

エレベーター

フォークリフト

・スカラップ 改良ｽｶﾗｯﾌﾟ工法 ノンｽｶﾗｯﾌﾟ工法

デッキ構造スラブ

合成スラブ デッキ構造スラブ

クレーン

※ AW検定有資格者の必要性（　　　有　　　無　）

※再生砕石使用（　　　可　　　不可　）

工　法

※詳細事項は別紙（S-　　　）による。

備　考

混和剤

（１）打込み日を含む旬の日平均気温が４℃以下の期間

91

溶接部

JIS K 5674　（１種）

屋　内　部

　　・法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、

　　建設省告示1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

溶融亜鉛メッキ

0.9

1.0

2

Ⅲ

32

100 20

2000

0.2

7001400屋　　　根 14001400

独立基礎基　　礎 GL-1.70 230 460

捨てコン 地中梁下 50

捨てコン 基礎下 100

砕石 地中梁下 60

21普通 21+ｍSn 23 15 4.5 AE減水剤基礎、地中梁

基礎、地中梁

地中梁

基礎、地中梁

地中梁

SS400 プレート類、大梁、小梁、間柱 JIS　G　3101

SSC400 胴縁、母屋 JIS　G　3350

SN490B・C ダイアフラム JIS　G　3163

SNR400B 水平ブレース JIS　G　3138

SN400B ブレースシート JIS　G　3136

100

100 -

秋田県秋田市川元松丘町4番30号

BCR295 柱 MSTL-0141、0142

架　　　構　　　形　　　式方　　向

Ｘ方向

Ｙ方向

計算ルート γ

ラーメン ブレース

ラーメン ブレース

2 1/200

2 1/200

1400 700

21003200廊　　　下 33503500

砕石 基礎下 100・重要度係数　　Ⅰ=1.0

構造設計：一  級  建  築  士　第137491号

構造設計一級建築士　第000539号　原田　啓咲






























